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覇

馨

が
日
本
漢
字

能
力
検
定
協
会
に
対
し
、

理
事
長

り
の
揮
住
を
含
め

た
管
理
運
営
体
制
の
見
直

し
に
ま
で
具
体
的
な
改
善

指
導
に
踏
み
込
ん
だ

の

は
い
理
事
会
や
評
議
員
会

が
形
骸
化
し
、
理
事
長
や

副
理
事
長
の
独
断
専
行
を

止
め
ら
れ
な
か

っ
た
点
を

問
題
視
し
た
た
め
だ
。

し
か
し
文
科
省
も
二
〇

〇
四
年
度
以
降
、
協
会

ヘ

の
立
ち
入
り
検
査
を
繰
り

返
し
な
が
ら
結
果
的
に
理

事
長

り
が
代
表
を
務
め
る

企
業
と
の
不
明
瞭
な
業
務

委
託
契
約
や

「目
的
外
支

出
」
と
指
摘
し
た
供
養
塔

の
購
入
な
ど
を
見
つ
け

り

れ
な
か

っ
た
。
塩
谷
立
文

科
相
が

「指
導
監
督
が
十

分
で
な
か

っ
た
」
と
認
め

た
よ
う
に
、
監
督
官
庁
と

し
て
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の

甘
さ
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

漢
子

座
を
薔
畢
絞
著

が
二
百
七
十
万
人
に
な

っ

た
理
由
の

一
つ
は
協
会
が

公
益
法
人
と
し
て
信
頼
さ

れ
た
か
ら
だ
。
文
科
省
が

指
導
し
た
よ
う
に
厳
格
な

チ

ェ
ッ
ク
体
制
や
管
理
運

営
の
抜
本
的
見
直
し
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

文
科
省
は
今
後
も
指
導

に
従
わ
ず
問
題
の
あ
る
状

態
が
続
い
た
場
合
、

「法

人
の
解
散
官
（「
の
可
能
性

が
あ
る
」
と
の
厳
し
い
見

方
を
示
す
。
信
頼
を
回
復

し
、
一串
出
発
を
果
た
す
た

め
に
も
、
協
会
の
自
助
努

力
が
求
め
ら
れ
る
。

（東

京
支
社
　
石
田
真
由
美
）

独断専行許す

体制を問題視
漢検協への文科省指導

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

（本
部

・
京
都
市
工

界
区
）
に
対
す
る
率
辞

科
学
省
の
指
導
が
十
日
発
表
さ
れ
た

こ
と
つ
い
て
、
公
益
法
人
の
在
り
方

に
詳
し
い
山
内
直
人

・
大
阪
大
教
授

（公
共
経
済
学
）
に
聞
い
た
。

今
回
の
指
導
内
容
は

「公
益
法
人

の
指
導
監
督
基
準
」
に
従

っ
て
お
り
、

お
お
む
ね
妥
当
と
考

え
る
的
た
だ
検

定
料
引
き
下
げ
な
ど
の
指
導
は
こ
れ

ま
で
も
行

っ
て
お
り
、
漢
検
の
対
応

が
不
十
分
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
文
科
省
は
放
置
し
て
き
た
。
も

っ
と
早
く
徹
底
し
た
指
導
を
行
う
べ

き
だ

っ
た
。
今
後
も
漢
検
の
対
応
を

注
意
深
く
監
督
す
べ
き
だ
。

公
益
法
人
は
公
益
の
た
め
に
非
営

利
で
活
動
す
る
こ
と
が
民
法
で
義
務

づ
け

ら
れ
て
い
る
。
多
額
の
利
益
を

上
げ
内
部
留
保
を
行

っ
た
だ
け
で
な

く
、
関
連
企
業
を
使

っ
て
事
実
上
の

利
益

分
配
や
目
的
外
支
出
を
行

っ

て
い
た
と
す
れ
ば
大
き
な
問
題
。
今

回
の
指
導
で
漢

検
が
公
益
法
人
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
是

正
さ

れ
る
か
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ

る
。漢

検
に
曝

吃
す
公
益
法
人
は
情
報

開
示
が
不
十
分
で
、
理
事
会
な
ど
が

機
能
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
不

丼蟹

示

絶

え
な
い
。
昨
年

〓

戸

の

制
度
改
革
で
、　
一
定
の
情
報
開
示
の

義
務
化
や
組
織
の
内
部
管
理
が
強
化

さ
れ
、
既
存
の
公
益
法
人
は
、
五
年

以
内
に
新
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
現
在
は
過
渡
期
な
の

で
、
制
度
改
革
の
効
果
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。

演
検
協
へ
の
通
知
概
要

文
部
科
学
省
が
十
日
、
公

表
し
た
日
本
漢
字
能
力
検
定

協
会
に
対
す
る
実
地
検
査
結

果
の
概
要
は
次
の
通
り
。

◇
改
善
を
要
す
る
事
項

【公
益
事
業
の
利
益
】

▽
二
〇
〇
七
年
度
決
算
で

公
益
事
業
の
収
支
差
額
は
約

六
億
六
千
万
円
に
達
し
多
額

の
利
益
が
出
て
い
る
。
検
定

料
の
引
き
下
げ
と
他
の
公
益

事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

▽
今
後
五
年
間
の
取
り
組

み
内
容
と
収
支
差
額
の
見
積

も
り
、
利
益
が
生
じ
た
場
合

の
具
体
的
な
使
途
を
明
確
に

し
た
公
益
事
業
実
施
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
。

▽
建
設
資
金
引
当
資
産
な

ど
特
定
資
産
の
使
用
目
的
、

今後も監督徹底を数亀i舗杏

具
体
的
な
使
用
時
期
な
ど
を

明
確
に
し
た
今
後
の
支
出
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
。　
．

【関
係
企
業
と
の
取
引
】

▽
（理
事
長
ら
が
役
員
の
）

関
係
企
業
と
の
取
引
手
続
き

を
定
め
て
い
な
い
。
必
要
性

や
選
定
理
由
に
つ
い
て
理
事

会
や
評
議
員
会
で
承
認
を
得

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

規
定
を
整
備
、
厳
格
な
運
用

を
図
る
こ
と
。

▽
必
要
性
や
協
会
と
の
業

務
分
担
が
不
明
瞭

（め
い
り

ょ
う
）。取
引
実
態
を
調
査
、

理
事
会
な
ど

の
承
認
を
得

る
。
特
に

「メ
デ
ィ
ア
ボ
ッ

ク
ス
Ｌ
文
章
工
学
研
究
所
」

と
の
取
引
は
精
査
、
取
引
解

消
を
含
め
抜
本
的
な
対
応
を

す
る
こ
と
。

【土
地
建
物
】

▽
〇
三
年
購
入
の
土
地
建

物
は
漢
字
資
料
館
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
な
い
。
原
因
を

明

ら
か
に
し
、
必
要
性

・
妥

当
性
を
検
討
、
具
体
的
使
用

計
画
（も
し
く
は
処
分
計
画
）

を
作
成
す
る
こ
と
。

【供
養
塔
】

▽
〇
四
年
購
入
の
供
養
塔

は
目
的
外
支
出
に
該
当
。
支

出
さ
れ
た
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
関
係
者
に
よ
る
弁
償
な

ど
改
善
策
を
検
討
、
必
要
な

措
置
を
と
る
こ
と
。


